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岩手みちコム 

宮古盛岡横断道路 「平津戸トンネル」 の掘削が本格化 
◆ 工事の安全祈願祭が実施されました ◆ 

 10月24日（土）、宮古市平津戸地内において、平津戸トンネル工事の安全祈願祭が実施されました。当
日は、地元の方々や工事関係者等、約60人が参列しました。式典では、復興庁岩手復興局長、宮古市長
等による「玉串奉奠」や、地元の児童と一緒に「鍬入之儀」を行い、被災地の１日も早い復興と工事の安全を
祈願しました。式典の終わりには、宮古市長の来賓挨拶等が行われました。これから平津戸トンネルは本格的
な掘削工事に入ります。 

宮古盛岡横断道路は復興支援道路として位置付けられており、早期開通に向け
て工事を進めているところです。工事に際しては皆さんにご迷惑をお掛けすること
もありますが、ご理解とご協力をお願い致します。 

本件に関する問い合わせは、 
岩手河川国道事務所 工務第二課 
電話：019-624-3195 

▲地元の方々や工事関係者およそ60人が参列しました。 

▲地元の児童も鍬入之儀に参加しました。 

平津戸トンネル 

延長3,159m 

平津戸トンネルを含む「平津戸松草道路」は、国道106号の急
カーブ12箇所を回避します。盛岡地域と宮古地域の交流の促進、
災害時の緊急輸送路、迅速な救急搬送、物流効率化による沿
岸地域の復興支援への大きな役割が期待されています。 ▲宮古市長挨拶 
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